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中
峰
（
明
本
）
「
擬
寒
山
詩
」
一
百
首
に
つ
い
て

鈴

木

敏

雄

一

「
擬
寒
山
詩
」
の
制
作
は
、
五
代
末
宋
初
の
泰
欽
（
金
陵
清
涼

法
燈
禅
師
、
？
‐
九
七
四
）
を
は
じ
め
、
宋
の
王
安
石
（
一
〇
二

一
‐
一
〇
八
六
）
、
無
徳
善
昭
（
汾
陽
禅
師
、
九
四
七
‐
一
〇
二
四
）
、

慈
受
懐
深
（
一
〇
七
七
‐
一
一
三
二
）、
元
の
元
叟
行
端
（
一
二
五

四
‐
一
三
四
一
）
お
よ
び
明
の
梅
村
居
士
張
守
約
（

世
紀
中
葉
）
、

16

明
末
清
初
の
隠
元
劉
琦
（
一
五
九
二
‐
一
六
七
三
）
ら
に
到
る
ま

で
、
枚
挙
に
遑
が
な
い
が[

１]

、
元
の
天
目
中
峰
（
孫
幻
住
、
智
覚

禅
師
明
本
、
一
二
六
三
‐
一
三
二
三
）
に
も
、
寒
山
詩
に
倣
っ
た

五
言
律
詩
一
百
首
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
継
承
は
、
絵
画
に
於
け
る

寒
山
拾
得
図
が
歴
代
何
点
も
画
か
れ
続
け
て
い
る
の
に
も
似
る
。

中
峰
の
一
百
首
は
、「
擬
寒
山
詩
」
と
し
て
は
些
か
特
異
で
あ
り
、

各
篇
の
冒
頭
が
全
て
「
参
禅
」
と
い
う
語
で
は
じ
ま
る
。
し
た
が

っ
て
全
篇
が
「
参
禅
」
に
限
定
し
た
詠
と
な
っ
て
お
り
、
全
て
が

形
式
的
な
教
条
風
に
詠
ま
れ
て
い
る
の
を
特
徴
と
す
る
。

そ
の
第
一
首
（

）
が
序
を
担
い
、
第
一
百
首
（

）
が
そ
の

01

100

跋
の
如
く
置
か
れ
て
い
る
以
外
は
、
十
篇
ご
と
に
更
に
「
参
禅
」

の
下
位
分
類
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
中
峰
詩

～

「
莫
…
」、

02

10

～

「
宜
…
」
、

～

「
要
…
」
、

～

「
爲
…
」
、

～

11

20

21

30

31

40

41

「
無
…
」
、

～

「
非
…
」、

～

「
絶
…
」、

～

「
最

50

51

60

61

70

71

80

…
」
、

～

「
不
…
」
、

～

「
（
そ
の
他
）
…
」
と
い
う
括

81

90

91

99

り
で
詠
ま
れ
て
い
る[

２]

。

各
篇
い
ず
れ
も
参
禅
百
条
の
一
則
と
で
も
言
え
る
よ
う
な
「
参

禅
」
の
在
る
べ
き
姿
を
教
条
風
に
形
式
を
整
え
る
形
で
詠
ん
で
い

て
、
い
わ
ゆ
る
「
擬
寒
山
詩
」
の
典
型
か
ら
は
大
き
く
外
れ
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
原
詩
の
寒
山
詩
は
、
こ

の
よ
う
な
形
式
的
な
連
作
と
し
て
は
詠
ま
れ
て
い
な
い
。

で
は
、
原
詩
で
あ
る
寒
山
詩
の
方
を
あ
ら
た
め
て
個
々
に
見
た

場
合
、
全
体
的
に
「
莫
…
」
、
「
宜
…
」
、
「
要
…
」
等
々
の
語
法
を

多
用
す
る
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
か
と
言
え
ば
、
例
え
ば
寒

山
詩

「
男
兒
大
丈
夫
、
作
事
莫
莽
鹵
」、

「
切
莫
因
循
過
、
且

163

210

令
三
毒
祛
」
の
よ
う
に
、
「
莫
…
」
の
使
用
頻
度
が
比
較
的
高
い
以

外
は
、
「
宜
…
」
、
「
要
…
」
等
々
以
下
、
そ
の
よ
う
な
詠
み
方
は

殆
ど
見
ら
れ
な
い
。
中
峰
の
「
擬
寒
山
詩
」
は
、
ど
の
よ
う
に
見

て
も
、
寒
山
詩
と
の
類
似
性
は
見
出
だ
し
が
た
く
思
え
る
。

と
は
言
え
、
中
峰
が
「
擬
」
と
銘
打
っ
て
い
る
以
上
は
、
似
て

い
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
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そ
も
そ
も
寒
山
詩
は
、
そ
こ
に
詠
ま
れ
る
仏
教
的
境
地
は
別
に

し
て
、「
禅
」
に
直
接
迫
る
詠
で
あ
る
の
か
と
言
え
ば
、
必
ず
し
も

そ
う
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と
も
「
参
禅
」
と
い
う

語
に
至
っ
て
は
、
直
接
言
及
す
る
こ
と
は
無
い[

３]

。

寒
山
詩
に
於
け
る
「
禅
」
へ
の
言
及
を
見
る
と
、
仏
教
者
や
禅

家
ら
仲
間
と
と
も
に
「
玄
」
や
「
理
」
の
境
地
を
探
求
し
、「
本
来
」

（
仏
性
）
を
求
め
よ
う
と
す
る
「
道
の
倫
」
を
詠
ん
だ
寒
山
詩

、

と
も

280

本
志
慕
道
倫

本
志
は
道
倫
を
慕
へ
ば

道
倫
常
獲
親

道
倫
常
に
親
し
む
を
獲

時
逢
杜
源
客

時
に
源
を
杜
ざ
す
の
客
に
逢
ひ

毎
接
話
禪
賓

毎
に
禅
を
話
す
の
賓
に
接
す

談
玄
月
明
夜

玄
を
談
ず
月
の
明
る
き
夜

探
理
日
臨
晨

理
を
探
れ
ば
日
晨
に
臨
む

萬
機
倶
泯
迹

万
機
倶
に
迹
を
泯
ぼ
せ
ば

ほ
ろ

方
識
本
來
人

方
に
本
来
の
人
た
る
を
識
ら
ん

と
、
「
月
」
（
自
性
）
と
「
泉
」
（
色
界
）
と
の
関
係
か
ら
自
性
の

本
体
の
在
処
を
見
る
「
禅
」
の
境
地
を
捉
え
た
寒
山
詩

、
287

高
高
峯
頂
上

高
々
た
る
峰
頂
の
上

四
顧
極
無
邊

四
顧
す
れ
ば
極
め
は
無
辺
な
り

獨
坐
無
人
知

独
坐
人
の
知
る
無
く

孤
月
照
寒
泉

孤
月
寒
泉
を
照
ら
す

泉
中
且
無
月

泉
中
且
そ
も
月
無
し

そ
も

月
自
在
靑
天

月
は
自
づ
か
ら
青
天
に
在
り[

４]

吟
此
一
曲
歌

此
の
一
曲
の
歌
を
吟
じ

歌
終
不
是
禪

歌
終
は
れ
ば
是
れ
禅
に
あ
ら
ず
や

の
二
首
く
ら
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
天
台
山
の
境
地
が
東
西
す

べ
て
と
尋
常
に
通
じ
て
い
る
と
い
う
禅
宗
の
「
通
同
」
の
感
懐
を

詠
ん
だ
拾
得
詩

、
21

故
林
又
斬
新

故
林
又
た
斬
新
な
り

剡
源
谿
上
人

剡
源
谿
上
の
人

天
姥
峽
關
嶺

天
姥
峡
関
の
嶺
と

通
同
次
海
津

通
同
し
て
海
津
に
次
ぐ

灣
深
曲
島
間

湾
は
曲
島
の
間
に
深
く

淼
淼
水
雲
雲

淼
々
と
し
て
水
雲
々
た
り

べ
う
べ
う

借
問
嵩
禪
客

借
問
す
嵩
禅
の
客

日
輪
何
處
暾

日
輪
何
れ
の
処
に
か
暾
く
る
と

あ

が
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
寒
山
は
さ
ら
に
「
山
居
」
詠
の
中
に
禅
を

詠
み
込
む
の
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
中
峰
も

「
山
居
」
詠
の
中
で
禅
を
捉
え
る
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、「
擬
寒
山

詩
」
に
於
い
て
は
、
あ
え
て
「
山
居
」
と
一
体
で
禅
を
詠
む
こ
と

は
せ
ず
、
ほ
ぼ
直
截
に
禅
そ
の
も
の
に
言
及
し
よ
う
と
す
る
。
そ

の
点
か
ら
も
寒
山
詩
へ
の
類
似
と
い
う
点
か
ら
は
、
寧
ろ
乖
離
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
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ま
た
、
例
え
ば
ほ
ぼ
同
時
代
の
元
叟
行
端
の
「
擬
寒
山
子
詩
」

四
十
一
首
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
原
詩
と
の
一
篇
対
一
篇
の
対
応
（
類

似
）
関
係
も[

５]

、
中
峰
の
そ
れ
に
は
見
ら
れ
な
い
。
「
擬
」
と
い

う
観
点
か
ら
は
、
中
峰
「
擬
寒
山
詩
」
は
極
め
て
特
異
に
映
り
、

中
峰
が
な
ぜ
そ
れ
で
も
「
擬
」
と
銘
打
っ
た
の
か
、
逆
に
興
味
深

く
思
え
て
来
る
所
で
あ
る[

６]

。

二

中
峰
の
「
擬
寒
山
詩
」
に
つ
い
て
述
べ
る
に
当
た
り
、
寒
山
詩

の
特
徴
で
も
あ
る
山
居
と
の
関
連
か
ら
、
そ
の
詩
偈
の
中
で
も
「
幻

住
庵
記
」
と
関
連
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
「
四
居
詩
」（
船
居
、
山
居
、

水
居
、
鄽
居
）
に
つ
い
て
、
予
め
触
れ
て
お
き
た
い
。

寒
山
詩
と
言
え
ば
、「
山
居
」
と
そ
の
生
活
が
一
体
化
し
、
以
降

の
歴
代
詩
人
の
山
居
詠
は
、
も
と
も
と
そ
の
よ
う
な
寒
山
詩
か
ら

生
ま
れ
た
と
ま
で
言
わ
れ
る
が[

７]

、
中
峰
の
「
擬
寒
山
詩
」
は
、

そ
の
「
四
居
詩
」（
の
中
の
山
居
）
と
は
敢
え
て
別
個
な
も
の
と
し

て
詠
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

そ
の
「
四
居
詩
」
を
収
め
る
『
元
詩
選
』
の
中
峰
和
尚
の
略
伝

に
は
、…

…
中
峰
屡
辭
名
山
、
屏
跡
自
放
、
時
住
一
船
、
或
僦
居
城

隅
土
屋
、
若
入
山
脱
笠
、
即
結
束
茅
而
棲
、
倶
名
曰
「
幻
住
」
、

自
作
「
幻
住
菴
記
」
。
…
…

（
…
…
中
峰
屡
し
ば
名
山
を
辞
し
、
跡
を
屏
け
て
自
ら
を
放

ち
、
時
に
一
船
に
住
ま
ひ
、
或
は
城
隅
の
土
屋
に
僦
居
し
、

山
に
入
り
て
笠
を
脱
ぐ
が
ご
と
し
、
即
ち
茅
を
結
束
し
て
棲

ま
ひ
、
倶
に
名
づ
け
て
「
幻
住
」
と
曰
ひ
、
自
ら
「
幻
住
庵

の
記
」
を
作
る
。
…
…
）

と
あ
り
、「
四
居
詩
」
が
「
名
山
（
山
寺
）
を
辞
す
」
と
し
て
詠
ま

れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
中
峰
が
禅
寺
の
僧
と

し
て
の
自
分
か
ら
距
離
を
取
ろ
う
と
し
、
寺
を
離
れ
て
旅
の
笠
を

幻
住
庵
に
脱
ぎ
、
山
居
し
て
い
る
さ
ま
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
そ
れ

は
、
寒
山
詩
と
は
異
な
り
、
禅
と
山
居
を
一
体
化
さ
せ
よ
う
と
は

し
な
い
中
峰
詩
が
他
方
に
在
る
こ
と
に
な
る[

８]

。

「
四
居
詩
」
の
、
例
え
ば
「
山
居
」
其
八
は
、

見
山
渾
不
厭
居
山

山
を
見
て
渾
て
山
に
居
る
を
厭
は
ず

就
樹
誅
茅
縳
半
間

樹
に
就
き
茅
を
誅
り
て
半
間
を
縛
ぬ

か

つ
か

對
竹
忽
驚
禪
影
痩

竹
に
対
す
れ
ば
忽
ち
禅
影
の
痩
す
る

に
驚
き

倚
松
殊
覺
老
心
閒

松
に
倚
れ
ば
殊
に
老
心
の
閑
か
な
る

を
覚
ゆ

束
腰
嬾
用
三
條
篾

腰
を
束
ぬ
る
は
三
条
の
篾
を
用
ふ
る

に
懶
く

扣
己
誰
參
一
字
關

己
を
叩
ふ
は
誰
か
一
字
の
関
に
参
ぜ

と

ん
や

幸
有
埋
塵
甎
子
在

幸
に
塵
に
埋
も
る
る
の
甎
子
の
在
る

有
れ
ば
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待
磨
成
鏡
照
空
顔

磨
き
て
鏡
を
成
す
を
待
ち
て
空
顔
を

照
ら
さ
ん

と
詠
み
、
馬
祖
に
「
子
之
所
得
、
可
謂
協
於
心
體
、
布
於
四
肢
。

既
然
如
是
、
將
三
條
篾
束
取
肚
皮
、
隨
處
住
山
去
」（
子
の
得
る
所

は
、
心
体
に
協
ひ
、
四
肢
を
布
ふ
と
謂
ふ
べ
し
。
既
に
然
る
こ
と

お
ほ

是
く
の
ご
と
く
な
れ
ば
、
三
條
の
篾
を
将
つ
て
肚
皮
を
束
取
し
、

随
処
に
山
に
住
ま
り
去
け
）
と
言
わ
れ
、
船
居
を
や
め
て
、
三
本

と
ど

ゆ

束
の
竹
の
皮
帯
で
腹
を
締
め
、
山
寺
の
住
持
と
な
る
こ
と
と
し
た

澧
州
薬
山
惟
儼
禅
師
と
は
逆
の
、「
三
条
の
篾
を
用
ふ
る
に
懶
し
」

と
し
、
禅
僧
で
あ
る
こ
と
を
超
越
し
て
い
る
中
峰
自
身
が
い
る
。

寒
山
の
山
居
詠
で
は
、
茅
屋
草
庵
の
「
竹
」
を
詠
め
ば
、
例
え

ば
寒
山
詩

に
は
、

177

以
我
棲
遲
處

我
が
棲
遅
の
処
を
以
て
す
る
に

幽
深
難
可
論

幽
深
に
し
て
論
ず
べ
か
り
難
し

無
風
蘿
自
動

風
無
く
し
て
蘿
自
ら
動
き

不
霧
竹
長
昏

霧
あ
ら
ず
し
て
竹
長
じ
て
昏
し

澗
水
縁
誰
咽

澗
水
誰
に
縁
つ
て
か
咽
び

山
雲
忽
自
屯

山
雲
忽
ち
自
ら
屯
ま
る

午
時
庵
内
坐

午
時
庵
の
内
に
坐
す
れ
ば

始
覺
日
頭
暾

始
め
て
日
頭
の
暾
く
る
を
覚
ゆ

あ

と
あ
り
、
そ
の
「
竹
」
は
幽
棲
の
境
地
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
、
右
掲
の
中
峰
「
山
居
」
其
八
の
「
竹
」（
痩
竹
長
松
）

は
禅
寺
の
そ
れ
と
は
別
に
改
め
て
驚
覚
す
べ
き
も
の
と
し
て
詠
ま

れ
て
い
る
。

も
う
一
点
、
例
え
ば
中
峰
詩
結
句
の
「
磨
磚
作
鏡
」
の
公
案
に

関
し
て
言
え
ば
、
寒
山
詩

は
、

097

烝
砂
擬
作
飯

砂
を
蒸
し
て
飯
を
作
ら
ん
と
擬
し

臨
渇
始
掘
井

渇
く
に
臨
ん
で
始
め
て
井
を
掘
る

用
力
磨
碌
甎

力
を
用
ゐ
て
碌
甎
を
磨
く
も

那
堪
將
作
鏡

那
ぞ
将
つ
て
鏡
と
作
す
に
堪
へ
ん
や

佛
説
元
平
等

仏
説
は
元
よ
り
平
等

摠
有
眞
如
性

摠
じ
て
真
如
性
有
り

但
自
審
思
量

但
だ
自
ら
審
ら
か
に
思
量
す
る
の
み

不
用
閑
爭
競

閑
争
競
を
用
ゐ
ざ
れ

と
詠
み
、
仏
教
の
基
本
に
沿
っ
た
喩
え
で
用
い
ら
れ
て
い
て
、
成

功
は
無
い
こ
と
を
表
す
。
逆
に
中
峰
は
、
仏
教
と
は
別
の
試
み
、

あ
る
い
は
改
革
を
敢
え
て
す
る
意
味
で
用
い
て
い
る
。

中
峰
の
「
四
居
詩
」
は
偈
で
は
な
い
の
で
、
禅
の
公
案
を
一
般

的
に
詩
の
典
故
と
し
て
用
い
た
だ
け
で
あ
る
と
見
れ
ば
、
仏
教
思

想
に
拘
る
必
要
は
無
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
寺
で
の
禅
か
ら
は
距

離
を
取
り
、
そ
の
実
地
の
山
居
生
活
を
詠
む
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

所
謂
「
幻
住
」
思
想
で
あ
ろ
う
。
逆
に
そ
の
「
名
山
」
（
寺
）
に
於

け
る
禅
を
詠
む
場
合
は
、
「
擬
寒
山
詩
」
に
見
る
限
り
、
山
居
と
一

体
化
し
て
は
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
寒
山
詩
の
持
つ
一

特
徴
を
排
除
し
て
い
て
も
、「
擬
寒
山
詩
」
な
の
で
あ
る
。
中
峰
は



- 5 -

敢
え
て
寒
山
風
の
特
徴
的
な
山
居
詠
と
は
別
個
な
詠
を
、「
擬
寒
山

詩
」
と
し
て
物
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
く
る
。

三

中
峰
「
擬
寒
山
詩
」
の
所
謂
「
擬
寒
山
詩
」
と
し
て
の
典
型
性
、

代
表
性
の
有
無
は
暫
く
措
き
、
そ
れ
が
「
擬
」
で
あ
る
と
敢
え
て

銘
打
つ
要
素
は
如
何
な
る
点
に
在
る
の
か
。

こ
の
「
擬
寒
山
詩
」
が
作
ら
れ
た
経
緯
は
、
そ
の
前
書
き
の
中

で
、
中
峰
自
身
が
触
れ
て
は
い
る
。

客
が
中
峰
の
も
と
を
訪
れ
、
「
参
禅
」
の
「
参
」
に
つ
い
て
釈
い

て
欲
し
い
と
言
う
。
そ
こ
で
中
峰
が
、「
参
」
に
は
「
真
の
参
」
と

「
参
に
似
た
る
も
の
」
と
が
あ
り
、
そ
の
見
極
め
が
必
要
で
あ
る

と
言
い
、
そ
れ
に
関
し
て
客
と
の
問
答
の
応
酬
が
行
わ
れ
、

…
…
因
往
復
酬
酢
、
遂
引
其
説
、
偶
成
擬
寒
山
詩
一
百
首
。

非
敢
自
廣
、
蓋
痛
心
於
教
外
別
傳
之
道
將
墜
無
何
、
誠
欲
策

發
初
心
之
士
耳
。

（
…
…
往
復
酬
酢
す
る
に
因
り
、
遂
に
其
の
説
く
を
引
き
、

偶
た
ま
「
擬
寒
山
詩
」
一
百
首
を
成
す
。
敢
て
自
ら
を
広
く

す
る
に
非
ず
、
蓋
し
心
を
教
外
別
伝
の
道
の
将
に
墜
ち
て
何

も
無
か
ら
ん
と
す
る
に
痛
め
、
誠
に
初
心
の
士
を
策
発
せ
ん

と
欲
す
る
の
み[

９]

。
）

と
相
成
り
、
そ
の
客
と
の
遣
り
取
り
の
言
句
を
引
用
し
て
「
偶

成
」
し
た
も
の
が
、
こ
の
「
擬
寒
山
詩
」
一
百
首
で
あ
る
と
言
う[

]

。

10

そ
の
際
、
「
教
外
別
伝
の
道
の
将
に
墜
ち
て
何
も
無
か
ら
ん
と
す

る
」
こ
と
に
心
痛
め
た
か
ら
で
あ
る
と
す
る
点
は
、
注
視
し
た
い
。

参
禅
は
仏
典
と
い
う
文
字
言
語
に
よ
ら
ず
、
直
指
人
心
、
心
心

相
印
と
い
う
禅
の
伝
承
方
法
に
よ
る
べ
き
所
を
、
「
似
た
る
も
の
」

に
参
じ
た
た
め
に
、
真
の
禅
が
意
味
を
無
く
し
て
し
ま
う
こ
と
を

中
峰
は
憂
え
、
「
偶
成
」
で
あ
る
と
は
言
え
、
「
擬
寒
山
詩
」
と
銘

打
つ
こ
と
で
、
初
心
の
士
（
修
行
者
）
を
啓
発
し
意
味
を
有
ら
し

め
よ
う
と
し
て
い
る
。「
擬
寒
山
詩
」
を
詠
め
ば
直
指
人
心
、
心
心

相
印
の
意
味
を
持
た
せ
ら
れ
る
と
中
峰
は
考
え
た
こ
と
に
な
る
。

寒
山
詩
に
は
そ
の
力
が
有
る
こ
と
は
、
確
か
に
寒
山
自
身
も
（
一

説
に
拾
得
）
寒
山
詩

で
、

313

家
有
寒
山
詩

家
に
寒
山
の
詩
有
れ
ば

勝
汝
看
經
卷

汝
の
経
巻
を
看
る
に
勝
れ
り

書
放
屏
風
上

屏
風
の
上
に
書
き
放
き

お

時
時
看
一
遍

時
々
看
る
こ
と
一
遍
せ
よ

と
言
っ
て
い
る[

]

。
こ
れ
を
禅
僧
が
首
肯
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

11

れ
は
、
寒
山
詩
は
教
外
別
伝
で
あ
り
、
直
指
人
心
を
可
能
に
す
る

も
の
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
に
等
し
い
。
寒
山
詩
を
読
め
ば
、
言

語
を
超
越
し
、
世
俗
の
知
解
や
情
識
を
超
越
し
、
伝
え
授
け
る
者

（
寒
山
）
と
受
け
取
る
者
（
修
行
者
）
と
の
相
互
の
悟
心
が
啐
啄

契
合
す
る
。
中
峰
に
即
し
て
言
う
な
ら
、
修
行
者
の
目
指
す
禅
道

が
意
味
を
失
わ
な
い
よ
う
啓
発
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
換
言
す
れ
ば
、
寒
山
詩
自
体
の
表
現
が
直
指
人
心
、
心
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心
相
印
を
適
切
に
導
く
論
法
（
論
理
構
築
）
に
な
っ
て
お
り
、
「
真

の
参
」
と
「
参
に
似
た
る
も
の
」
と
を
弁
別
す
る
要
素
を
含
ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
「
真
の
参
」
で
は
な
い
、「
参
に
似
た
る
も
の
」
に
関
す
る

「
往
復
酬
酢
」
の
例
と
し
て
、
中
峰
は
前
書
き
の
中
で
予
め
幾
つ

か
の
例
を
挙
げ
る
。
今
、
そ
の
一
つ
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、
例

え
ば
、

如
火
爐
頭
、
禪
牀
角
、
領
納
一
言
半
句
相
似
語
、
蘊
于
情

識
、
不
自
知
覺
、
久
之
遇
縁
逢
境
、
忽
然
觸
發
、
是
謂
知
解

依
通
、
非
參
也
。

（
火
炉
頭
、
禅
床
角
に
て
、
一
言
半
句
の
相
似
た
る
の
語

を
領
納
し
、
情
識
に
蘊
が
れ
、
自
ら
は
知
覚
せ
ず
、
之
を
久

ふ
た

し
く
し
て
縁
に
遇
ひ
境
に
逢
ひ
、
忽
然
と
し
て
触
発
す
る
が

如
き
、
是
れ
を
ば
知
解
依
通
と
謂
ひ
、
参
に
非
ざ
る
な
り
。）

ち

げ

と
言
い
、
禅
の
集
会
や
坐
禅
に
於
け
る
一
言
半
句
の
語
を
知
解
し

て
参
禅
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
の
は
、
「
依
通
」
（
薬
物
や
呪
文
な
ど

の
外
的
条
件
に
よ
る
超
人
的
な
力
、
煩
悩
）
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
そ
れ
が
「
擬
寒
山
詩
」
に
詠
ま
れ
る
と
、
中
峰
詩

、
40

參
禪
爲
明
宗

参
禅
は
宗
を
明
ら
か
に
す
と
為
す

む
ね

道
不
貴
依
通

道
は
依
通
を
貴
ば
ず

鷲
嶺
花
猶
在

鷲
嶺
の
花
は
猶
ほ
在
り

熊
峯
髓
不
窮

熊
峰
の
髄
は
窮
ま
ら
ず

心
空
千
古
合

心
空
な
れ
ば
千
古
合
ひ

見
謝
五
家
同

見
謝
れ
ば
五
家
同
じ

さ

情
識
猶
分
別

情
識
も
て
猶
ほ
分
別
す
れ
ば

門
庭
是
幾
重

門
庭
是
れ
幾
重
な
ら
ん

と
な
る
。
参
禅
の
悟
道
は
真
諦
の
宗
旨
を
明
白
に
す
る
こ
と
が

「
真
」
な
の
で
あ
り
、
知
解
依
通
の
よ
う
な
外
的
な
情
識
に
よ
る

一
知
半
解
の
「
参
に
似
た
る
も
の
」
を
貴
ん
で
し
ま
う
と
、
迦
葉

や
達
磨
の
悟
っ
た
空
は
宗
門
五
家
ば
ら
ば
ら
と
な
り
、
無
意
味
と

な
っ
て
し
ま
う
、
と
中
峰
は
初
心
の
士
に
向
け
て
警
策
を
鳴
ら
す
。

既
述
し
た
よ
う
に
、
寒
山
詩
は
参
禅
の
際
の
留
意
事
項
を
直
截
か

つ
詳
細
に
明
言
す
る
こ
と
は
無
い
が
、
情
や
知
解
が
道
を
失
う
こ

ち

げ

と
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
寒
山
詩

に
、

168

世
有
多
事
人

世
に
多
事
の
人
有
り

廣
學
諸
知
見

広
く
諸
知
見
を
学
ぶ

不
識
本
眞
性

本
真
性
を
識
ら
ず

與
道
轉
懸
遠

道
と
転
た
懸
遠
す

若
能
明
實
相

若
し
能
く
実
相
を
明
ら
か
に
せ
ば

豈
用
陳
虚
願

豈
に
虚
願
を
陳
ぶ
る
を
用
ゐ
ん
や

一
念
了
自
心

一
念
自
心
を
了
し

開
佛
之
知
見

仏
の
知
見
を
開
か
ん

と
あ
り
、
詠
ん
で
は
い
る
。
前
掲
の
中
峰
詩

も
、
こ
の
寒
山
詩

40

に
言
う
「
諸
知
見
」
で
は
な
く
「
仏
の
知
見
」
を
開
く
境
地
を
「
見



- 7 -

謝
」
と
「
心
空
」
と
い
う
語
で
承
け
て
い
る
と
見
れ
ば
、
禅
道
は

「
依
通
」
で
は
な
い
、
す
な
わ
ち
寒
山
詩
に
言
う
成
仏
の
誓
願
を

自
心
で
は
な
く
外
に
求
め
る
「
虚
願
」
で
は
な
い
こ
と
が
見
え
て

来
る
。
そ
し
て
そ
の
「
似
た
る
も
の
」
を
端
的
に
否
定
し
、
逆
に

「
真
な
る
も
の
」
を
明
示
し
て
行
く
寒
山
詩
の
こ
の
論
法
こ
そ
は
、

中
峰
が
「
擬
」
と
銘
打
つ
点
な
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
く
る
。

寒
山
詩
の
詠
み
方
の
特
徴
を
捉
え
て
み
る
と
、
そ
の
一
つ
に
、

人
に
「
そ
れ
で
は
な
く
、
こ
れ
だ
」
と
過
ち
に
気
づ
か
せ
る
よ
う

な
所
が
あ
る
。
中
峰
詩
は
寒
山
の
こ
の
論
法
を
捉
え
「
そ
の
似
た

る
も
の
で
は
な
く
、
真
は
こ
う
な
の
だ
」
と
言
っ
て
真
似
て
い
る

と
見
れ
ば
、
「
偶
成
」
と
は
言
え
、
「
擬
寒
山
詩
」
と
銘
打
ち
、
類

似
さ
せ
る
必
然
性
が
生
じ
て
為
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
て
来

る
の
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と
も
、
中
峰
自
身
は
そ
の
よ
う
に
自

ら
の
詩
偈
を
看
做
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
「
空
」
や
「
見
」
、
「
情
識
」
等
の
仏
教
語
は

歴
代
の
ど
の
禅
師
も
皆
そ
の
詩
偈
に
は
詠
む
も
の
で
あ
り
、
も
と

よ
り
「
擬
寒
山
詩
」
に
限
ら
な
い
と
言
え
ば
言
え
る
が
、
中
峰
は
、

そ
の
よ
う
な
仏
教
概
念
と
い
う
よ
り
は
寧
ろ
自
ら
の
「
似
」
で
は

な
く
「
真
」
で
あ
る
と
の
論
を
明
示
で
き
る
寒
山
詩
の
（
仏
教
詠

の
）
論
法
に
「
擬
」
し
て
い
る
と
見
た
い
。

四

中
峰
「
擬
寒
山
詩
」
自
体
の
作
り
は
、
一
に
於
い
て
「
莫
…
」

等
の
語
法
の
特
徴
を
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
主
張
に

沿
っ
て
「
そ
れ
で
は
な
く
、
こ
れ
だ
」
と
い
う
、
「
参
に
似
た
る
も

の
」
を
端
的
に
否
定
し
、
逆
に
「
真
の
参
」
を
明
示
し
て
行
く
よ

う
な
論
法
を
構
築
し
て
い
る
。

例
え
ば
中
峰
詩

は
「
絶
…
」
の
語
法
を
用
い
、

68

參
禪
絶
修
證

参
禅
は
修
證
を
絶
つ

生
死
那
伽
定

生
死
は
那
伽
定
な
り

三
有
金
剛
圏

三
有
は
金
剛
圏
に
し
て

十
虚
大
圓
鏡

十
虚
は
大
円
鏡
な
り

徧
界
淨
法
身

界
に
浄
法
の
身
を
遍
く
し

極
目
眞
如
性

目
を
真
如
の
性
に
極
む

動
著
一
毛
頭

一
毛
頭
に
動
着
す
れ
ば

も

う

づ

驢
年
會
相
應

驢
年
会
に
相
応
ず
べ
し

ま
さ

と
詠
ん
で
、
毛
道
凡
夫
の
な
す
愚
か
な
「
一
毛
頭
に
動
着
」
し
て

「
修
證
」（
修
行
に
よ
る
悟
り
）
す
る
よ
う
な
こ
と
は
「
似
た
る
も

の
」
で
あ
る
と
否
定
す
る
。
そ
し
て
、「
金
剛
圏
」
や
「
大
円
鏡
」

と
い
っ
た
仏
の
禅
定
で
あ
る
「
那
伽
大
定
」
に
よ
る
こ
と
こ
そ
が

「
真
」
で
あ
る
と
す
る
。

寒
山
詩
も
「
修
證
」
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
詩
の
中
に
見
え
る
「
生

死
」
、
「
金
剛
」
、
「
眞
如
性
」
を
も
詠
む
。
ま
た
「
圓
」
や
「
驢
」

の
よ
う
な
語
彙
も
頻
用
す
る
。
「
那
伽
定
」
や
「
毛
頭
」
は
詠
ん
で

は
い
な
い
も
の
の
（
天
台
の
定
命
橋
の
「
定
命
」
は
詠
む
）、
両
者

の
テ
ー
マ
や
使
用
語
彙
の
共
通
性
は
無
く
は
な
い[
]

。

12

「
修
證
」
で
あ
れ
ば
、
寒
山
詩

に
は
、

239
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寄
語
諸
仁
者

語
を
寄
す
諸
仁
者
よ

復
以
何
爲
懷

復
た
何
を
以
て
か
懐
ひ
と
為
す

達
道
見
自
性

道
に
達
す
る
は
自
性
を
見

自
性
即
如
來

自
性
は
即
ち
如
来
な
り

天
眞
元
具
足

天
真
は
元
よ
り
具
足
す
る
も

修
證
轉
差
迴

修
證
す
れ
ば
転
た
差
迴
せ
ん

棄
本
却
逐
末

本
を
棄
て
て
却
つ
て
末
を
逐
ふ
は

只
守
一
塲
獃

只
だ
一
場
の
獃
を
守
る
の
み

と
あ
る
。
そ
の
際
、
中
峰
の
よ
う
に
形
式
的
に
整
然
と
は
し
て
い

な
い
も
の
の
、
寒
山
も
本
来
真
如
を
具
え
た
天
真
仏
で
あ
る
衆
生

の
身
が
外
に
向
か
っ
て
の
修
行
證
悟
で
あ
る
「
修
證
」
を
行
え
ば
、

そ
れ
は
「
差
迴
」（
錯
誤
）
と
な
る
と
言
っ
て
否
定
し
、
本
来
の
自

性
を
見
る
こ
と
を
す
れ
ば
「
獃
か
」
で
は
な
い
と
「
真
」
を
示
す

お
ろ

論
法
を
採
っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
、
中
峰
の
参
禅
詠
と
同
じ
よ

う
な
提
示
の
仕
方
を
す
る
。
中
峰
は
、
こ
の
よ
う
な
寒
山
詩
の
論

法
を
自
ら
の
詩
偈
に
見
、「
擬
す
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

例
え
ば
そ
の
「
眞
如
性
」
に
つ
い
て
も
、
寒
山
詩

（
前
出
）

097

に
は
、烝

砂
擬
作
飯

砂
を
蒸
し
て
飯
を
作
ら
ん
と
擬
し

ほ
つ

臨
渇
始
掘
井

渇
く
に
臨
ん
で
始
め
て
井
を
掘
る

用
力
磨
碌
甎

力
を
用
ゐ
て
碌
甎
を
磨
く
も

那
堪
將
作
鏡

那
ぞ
将
つ
て
鏡
と
作
す
に
堪
へ
ん
や

佛
説
元
平
等

仏
説
は
元
よ
り
平
等

摠
有
眞
如
性

摠
て
真
如
の
性
有
り

但
自
審
思
量

但
だ
自
ら
審
ら
か
に
思
量
し

不
用
閑
爭
競

閑
競
争
を
用
ゐ
ざ
れ

と
あ
り
、
不
要
な
大
騒
ぎ
で
あ
る
閑
競
頭
（
閑
争
頭
）
を
否
定
し
、

誰
し
も
具
有
す
る
仏
性
を
見
定
め
る
よ
う
促
し
て
い
る
点
で
、
や

は
り
中
峰
と
同
じ
論
法
で
詠
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い

か
。
も
ち
ろ
ん
語
彙
と
し
て
は
、
仏
教
一
般
の
概
念
で
あ
り
、
寒

山
と
中
峰
だ
け
の
一
致
に
限
ら
な
い
と
言
え
ば
、
言
え
な
く
は
な

い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
中
峰
が
寒
山
の
仏
教
詠
を
捉
え
て
い
る
か

ら
で
あ
っ
て
、
論
の
構
築
は
両
者
相
似
る
と
見
た
い
。

も
う
一
首
、
例
え
ば
中
峰
詩

に
は
、

81

參
禪
不
持
戒

参
禅
は
持
戒
せ
ず

那
更
存
知
解

那
ぞ
更
に
知
解
す
る
を
存
せ
ん
や

弗
省
是
自
瞞

省
み
ざ
れ
ば
是
れ
自
ら
を
瞞
し

尚
欲
添
捏
怪

尚
ほ
欲
す
れ
ば
捏
怪
を
添
ふ

生
死
轉
堅
牢

生
死
は
転
た
堅
牢

輪
囘
無
縫
罅

輪
回
は
縫
罅
無
し

坐
待
報
縁
消

坐
し
て
報
縁
の
消
ゆ
る
を
待
ち

且
來
償
宿
債

且
く
来
の
か
た
宿
債
を
償
は
ん

こ

と
あ
り
、
「
不
…
」
の
語
法
を
用
い
て
、
「
持
戒
」
と
「
知
解
」
は

生
死
輪
廻
を
繰
り
返
す
だ
け
の
「
似
た
る
も
の
」
で
あ
る
と
否
定

し
、
「
坐
待
」
（
坐
破
、
坐
断
）
こ
そ
「
真
」
で
あ
る
と
す
る
論
法
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を
採
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
「
持
戒
」
に
つ
い
て
は
、
寒
山
詩

に
、

304

沙
門
不
持
戒

沙
門
に
し
て
持
戒
せ
ず

道
士
不
服
藥

道
士
に
し
て
服
薬
せ
ず

自
古
多
少
賢

古
へ
よ
り
多
少
く
か
の
賢

い

く

ば

盡
在
靑
山
脚

尽
く
青
山
の
脚
に
在
り
や

と
あ
り
、
生
死
を
超
越
で
き
る
と
い
う
「
持
戒
」
や
不
老
不
死
を

得
ら
れ
る
と
い
う
「
服
薬
」
を
行
な
っ
て
も
、
或
い
は
行
わ
な
く

て
も
、
み
な
差
別
無
く
青
山
の
麓
の
墓
地
に
は
入
る
と
言
う
。
僧

侶
の
「
持
戒
」
は
道
士
の
「
服
薬
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、

重
視
し
よ
う
が
す
ま
い
が
堅
牢
な
る
生
死
輪
廻
は
避
け
ら
れ
な
い
。

従
っ
て
「
持
戒
」
で
は
な
く
「
生
死
」
そ
の
も
の
を
重
視
せ
よ
と

言
う
。
そ
の
点
は
寒
山
と
中
峰
の
両
者
は
同
じ
で
あ
る
。

た
だ
し
中
峰
が
そ
の
対
と
し
て
い
る
「
知
解
」
に
つ
い
て
は
、

ち

げ

寒
山
詩

で
は
、

136
世
有
一
等
流

世
に
一
等
の
流
有
り

悠
悠
似
木
頭

悠
々
と
し
て
木
頭
に
似
た
り

出
語
無
知
解

語
を
出
だ
す
も
知
解
す
る
無
く

云
我
百
不
憂

我
は
百
も
憂
へ
ず
と
云
ふ

問
道
道
不
會

道
を
問
ふ
も
道
は
会
せ
ず

問
佛
佛
不
求

仏
を
問
ふ
も
仏
は
求
め
ず

子
細
推
尋
著

子
細
に
推
し
尋
ね
著
す
れ
ば

茫
然
一
塲
愁

茫
然
と
し
て
一
場
の
愁
ひ
の
み

と
言
っ
て
、
中
峰
と
は
逆
に
寒
山
は
必
要
な
も
の
と
見
て
い
る
。

こ
れ
は
、
仏
教
語
の
「
知
解
」
に
は
両
義
が
あ
り
、
寒
山
詩
の

「
知
解
」
は
、
仏
理
に
よ
る
理
解
を
言
い
、
後
世
の
中
峰
は
、
悟

り
の
障
碍
と
な
る
俗
理
に
よ
る
理
解
を
言
う
こ
と
に
因
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
中
峰
の
「
知
解
」
は
、
寒
山
詩
で
言
え
ば
「
解
」
に
相

当
す
る
の
で
は
な
い
か
。
寒
山
詩

に
は
、

231

心
高
如
山
嶽

心
高
き
こ
と
山
嶽
の
ご
と
く

人
我
不
伏
人

人
我
も
て
人
に
伏
せ
ず

解
講
圍
陁
典

囲
陁
（
韋
駄
）
の
典
を
解
講
し

能
談
三
教
文

能
く
三
教
の
文
を
談
ず

心
中
無
慚
愧

心
中
に
慚
愧
無
け
れ
ば

破
戒
違
律
文

戒
を
破
つ
て
律
文
に
違
ふ

自
言
上
人
法

自
ら
上
人
の
法
と
言
ひ

稱
爲
第
一
人

称
し
て
第
一
人
と
為
す

愚
者
皆
讃
歎

愚
者
は
皆
讃
歎
し

智
者
撫
掌
笑

智
者
は
掌
を
撫
つ
て
笑
ふ

陽
燄
虚
空
花

陽
燄
は
虚
空
の
花

か
げ
ろ
ふ

豈
得
免
生
老

豈
に
生
老
を
免
れ
得
ん
や

不
如
百
不
解

百
も
解
せ
ず

靜
坐
絶
憂
惱

静
坐
し
て
憂
悩
を
絶
つ
に
如
か
ず

と
あ
り
、
な
ま
じ
「
解
」
多
き
人
は
、
戒
律
を
破
っ
て
智
者
に
笑
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わ
れ
る
と
し
、
百
も
解
せ
ず
静
坐
し
て
い
る
者
の
方
が
、
生
死
輪

廻
で
あ
る
「
生
老
」
へ
の
執
着
を
絶
て
る
と
し
て
い
る
。
中
峰
の

「
知
解
」
が
寒
山
詩
の
言
う
こ
の
「
解
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
似

た
る
も
の
」
と
し
て
の
世
俗
の
知
恵
の
排
除
と
、
「
真
」
で
あ
る
不

解
静
坐
に
よ
る
憂
悩
の
超
越
も
、
仏
教
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
て
両

者
同
じ
と
い
う
こ
と
に
な
る[

]

。
な
お
繰
り
返
す
が
、
使
用
語
彙

13

は
両
者
と
も
に
仏
教
思
想
に
基
づ
き
且
つ
中
峰
が
寒
山
の
仏
教
詠

を
捉
え
る
の
で
、
同
じ
で
あ
る
と
言
え
ば
、
言
え
る
。
し
か
し
、

そ
の
論
理
構
築
の
類
似
は
、
中
峰
が
寒
山
詩
の
論
法
を
捕
捉
し
て

い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
か
ら
、
中
峰
が
寒
山
詩
の
持
つ
論
法
の
一
特
色
を
入
手
し
、

自
ら
の
主
張
に
沿
っ
て
形
式
的
に
整
え
行
き
着
い
た
も
の
が
中
峰

詩
の
形
式
、
す
な
わ
ち
中
峰
「
擬
寒
山
詩
」
で
あ
る
と
見
た
い
。

一
篇
対
一
篇
の
対
応
関
係
と
い
う
よ
う
な
「
擬
」
の
典
型
性
は
無

い
も
の
の
、
寒
山
詩
が
詠
ん
で
い
る
仏
教
や
禅
を
、
と
り
わ
け
論

法
（
論
理
構
築
）
の
面
か
ら
中
峰
も
捕
捉
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

五

中
峰
「
擬
寒
山
詩
」
に
見
ら
れ
る
寒
山
詩
（
仏
教
詠
）
の
論
法

の
整
理
お
よ
び
形
式
化
と
で
も
言
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
寒

山
詩
と
の
意
図
的
で
は
な
い
遣
り
取
り
が
根
底
に
在
り
、
寒
山
詩

に
含
有
さ
れ
て
い
る
そ
の
思
想
や
表
現
手
法
が
よ
り
一
層
顕
在
化

し
、
寧
ろ
中
峰
の
独
自
性
と
し
て
顕
著
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
場
合
、
寒
山
詩
に
内
蔵
さ
れ
て
い
た
「
真
の
参
禅
」

が
顕
在
化
し
、
新
た
な
現
れ
と
な
り
、
そ
れ
が
一
の
冒
頭
に
述
べ

た
（
一
見
似
て
い
な
い
）
見
え
方
を
も
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

「
擬
」
と
は
言
え
て
も
、
勿
論
、
仏
教
語
や
禅
語
の
意
味
用
法

が
両
者
類
似
す
る
の
は
、
と
も
に
仏
教
思
想
を
有
す
る
か
ら
で
あ

る
こ
と
は
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
中
峰
詩
は
、
寒
山
の

山
居
で
は
な
く
仏
教
詠
を
捉
え
、
し
か
も
前
掲
の
寒
山
詩

や
097

239

に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
結
句
に
戒
禁
（
警
戒
、
警
策
）
を
置
く
点

等
を
も
捕
捉
す
る
等
、
そ
の
論
法
（
論
理
構
築
）
に
は
類
似
が
見

ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
点
か
ら
は
（
仏
教
思
想
に
基
づ
き
つ
つ
）

寒
山
に
似
せ
て
い
る
と
は
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

で
は
中
峰
詩
に
於
い
て
、「
擬
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性

は
如
何
な
る
点
に
在
る
の
か
。

そ
れ
は
や
は
り
、「
似
た
る
も
の
」
で
は
な
く
「
真
な
る
も
の
」

と
い
う
論
理
を
反
映
す
る
論
法
の
獲
得
と
そ
の
援
用
に
在
る
の
で

は
な
い
か
。

こ
れ
も
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
例
え
ば
寒
山
詩

は
、
心
の
主

163

体
で
あ
る
「
心
王
」（
阿
頼
耶
識
）
の
認
識
を
、

男
兒
大
丈
夫

男
児
大
丈
夫

作
事
莫
莽
鹵

事
を
作
す
は
莽
鹵
な
る
莫
か
れ

勁
挺
鐵
石
心

勁
く
鉄
石
心
に
挺
き
ん
で

ぬ

直
取
菩
提
路

直
ち
に
菩
提
の
路
を
取
れ

邪
路
不
用
行

邪
路
は
行
く
を
用
ゐ
ざ
れ

行
之
枉
辛
苦

之
れ
を
行
け
ば
枉
げ
て
辛
苦
せ
ん
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不
要
求
佛
果

仏
果
を
求
む
る
を
要
せ
ず

識
取
心
王
主

心
王
の
主
を
識
取
せ
よ

と
詠
み
、
真
の
修
行
者
が
邪
路
を
行
っ
た
り
仏
果
を
求
め
る
こ
と

を
、「
莫
…
」
と
言
っ
て
明
確
に
否
定
し
、
煩
悩
を
断
絶
し
、
解
脱

の
智
慧
を
獲
得
す
る
「
菩
提
」
の
路
を
行
く
よ
う
に
促
す
。
こ
の

寒
山
詩
の
論
法
に
対
し
て
、
例
え
ば
中
峰
詩

は
「
心
王
」
を
、

21

參
禪
要
明
理

参
禅
は
理
を
明
ら
か
に
す
る
を
要
す

理
是
心
王
體

理
は
是
れ
心
王
の
体
な
り

毎
與
事
交
參

事
と
交
ご
も
参
ず
る
ご
と
に

惟
有
智
堪
委

惟
だ
智
の
委
ぬ
る
に
堪
ふ
る
有
る
の
み

法
界
即
其
源

法
界
は
即
ち
其
の
源

禪
河
以
爲
底

禅
河
は
以
て
底
と
為
す

後
園
枯
樹
樁

後
園
の
枯
樹
の

樁

は

き
り
か
ぶ

勿
使
重
生
耳

重
ね
て
生
ぜ
し
む
る
勿
か
る
の
み

と
詠
み
、
参
禅
す
る
者
は
、
心
の
主
体
で
あ
る
理
智
が
心
の
作
用

で
あ
る
心
所
の
「
事
」（
世
間
の
事
物
）
に
と
ら
わ
れ
て
莽
鹵
を
繰

り
返
す
こ
と
な
く
、
仏
智
に
よ
り
、
強
く
耐
え
る
よ
う
に
促
す
。

表
現
は
整
理
さ
れ
、
一
見
類
似
し
な
い
も
の
の
、
中
峰
は
寒
山
と

同
じ
事
を
詠
み
、
し
か
も
論
法
は
寒
山
に
似
る
よ
う
に
思
え
る
。

ま
た
例
え
ば
、
寒
山
詩

（
前
出
）

は
「
自
心
」
を
、

168

世
有
多
事
人

世
に
多
事
の
人
有
り

廣
學
諸
知
見

広
く
諸
知
見
を
学
ぶ

不
識
本
眞
性

本
真
性
を
識
ら
ず

與
道
轉
懸
遠

道
と
転
た
懸
遠
す

若
能
明
實
相

若
し
能
く
実
相
を
明
か
に
せ
ば

豈
用
陳
虚
願

豈
に
虚
願
を
陳
ぶ
る
を
用
ゐ
ん
や

一
念
了
自
心

一
念
自
心
を
了
す
れ
ば

開
佛
之
知
見

仏
の
知
見
を
開
か
ん

と
詠
む
。
広
く
諸
知
見
を
学
ん
で
も
仏
性
を
識
ら
な
け
れ
ば
、
そ

れ
は
「
虚
願
」
で
し
か
な
い
と
否
定
し
、
自
心
の
本
性
を
識
り
、

自
心
で
仏
の
知
見
を
開
く
よ
う
に
言
う
。
そ
れ
に
対
し
て
中
峰
詩

は
、「
自
心
」
を
、

87

參
禪
不
可
緩

参
禅
は
緩
か
る
べ
か
ら
ず

自
心
須
自
判

自
心
も
て
須
く
自
ら
判
ず
べ
し

迷
悟
隔
千
塗

迷
と
悟
は
千
塗
を
隔
て

首
尾
惟
一
貫

首
と
尾
は
惟
だ
一
貫
す
る
の
み

掇
轉
鐵
圍
山

鉄
囲
山
を
掇
転
す
れ
ば

て
つ
ち
せ
ん

現
出
金
剛
鑚

金
剛
鑚
を
現
出
せ
ん

變
化
不
停
機

変
化
は
機
を
停
め
ざ
れ
ば

把
伊
眼
睛
換

伊
の
眼
睛
を
把
つ
て
換
へ
ん

こ

と
詠
む
。
物
事
は
常
に
変
化
し
て
い
る
の
で
、
不
活
発
で
あ
っ
て

は
行
け
な
い
と
言
い
、
自
心
の
堅
固
な
金
剛
眼
を
開
き
物
事
を
判

ず
る
よ
う
に
促
す
。
こ
れ
も
、
道
と
遠
く
隔
た
っ
た
知
見
を
排
除
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し
、
自
心
に
よ
り
実
相
を
見
る
よ
う
に
言
う
寒
山
詩
の
論
法
に
中

峰
詩
も
類
似
し
て
い
る
と
見
れ
ば
、
見
え
る
よ
う
に
思
え
る
。
で

あ
れ
ば
、
そ
の
論
法
に
擬
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
表
現
の
効
果
を
獲

得
で
き
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
ら
に
例
え
ば
、
寒
山
詩

は
「
輪
廻
」
を
、

214

可
畏
輪
廻
苦

畏
る
べ
し
輪
廻
の
苦

往
復
似
翻
塵

往
復
す
る
こ
と
翻
塵
に
似
た
り

蟻
巡
環
未
息

蟻
の
ご
と
巡
り
て
環
は
未
だ
息
ま
ず

六
道
亂
紛
紛

六
道
乱
れ
て
紛
々
た
り

改
頭
換
面
孔

頭
を
改
め
面
孔
を
換
ふ
る
も

不
離
舊
時
人

旧
時
の
人
を
離
れ
ず

速
了
黒
暗
獄

速
か
に
黒
暗
の
獄
な
る
を
了
し

無
令
心
性
昏

心
性
を
し
て
昏
か
ら
し
む
る
無
か
れ

と
詠
み
、
情
塵
を
纏
っ
て
離
脱
で
き
な
け
れ
ば
輪
廻
の
地
獄
を
思

い
知
ら
さ
れ
る
が
、
仏
性
を
曇
ら
せ
な
け
れ
ば
超
脱
の
可
能
性
は

有
る
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
中
峰
詩

は
、「
輪
廻
」
を
、

05

參
禪
莫
渉
縁

参
禅
は
縁
に
渉
る
莫
か
れ

縁
重
被
縁
牽

縁
重
ぬ
れ
ば
縁
に
牽
か
る

世
道
隨
時
熟

世
道
は
随
時
熟
し

人
情
逐
日
添

人
情
は
日
を
逐
つ
て
添
ふ

工
夫
情
未
瞥

工
夫
す
る
も
情
は
未
だ

瞥

ず

か
す
め
み

酬
應
力
難
専

酬
応
す
る
も
力
は
専
ら
に
し
難
し

早
不
尋
休
歇

早
に
休
歇
を
尋
ね
ず
し
て

輪
囘
莫
怨
天

輪
回
す
る
も
天
を
怨
む
莫
か
れ

と
詠
み
、
世
俗
の
情
縁
に
牽
か
れ
て
抜
け
出
せ
な
く
な
る
前
に
、

世
俗
の
情
識
に
よ
る
分
別
を
追
い
払
っ
て
領
悟
す
る
「
休
歇
」
を

求
め
る
よ
う
に
促
す
。
こ
れ
も
情
塵
に
牽
か
れ
て
心
性
を
暗
く
し

て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
に
言
う
寒
山
詩
の
論
法
に
中
峰
詩
は
論
法
上
類

似
す
る
と
看
做
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
寒
山
の
表
現
効
果
を
獲
得

し
、
「
参
に
似
た
る
も
の
」
で
は
な
く
「
真
な
る
参
」
を
表
出
で
き

て
い
る
と
言
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

以
上
、
寒
山
詩
も
確
か
に
「
心
王
」
や
「
自
心
」
、
「
輪
廻
」
を

詠
む
。
し
か
し
、
仏
教
思
想
を
有
し
て
い
れ
ば
、
禅
家
は
誰
し
も

そ
れ
ら
は
詠
む
と
言
っ
て
好
く
、
こ
の
両
者
の
み
に
限
っ
た
特
徴

で
は
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
解
釈
や
扱
い
方
も
仏
教
の
教
え
通

り
で
あ
る
と
な
れ
ば
、
そ
の
類
似
だ
け
で
は
「
擬
寒
山
詩
」
と
は

言
い
に
く
い
。
そ
こ
を
、
「
擬
」
の
対
象
は
寒
山
詩
の
仏
教
概
念
を

も
捕
捉
し
つ
つ
、（
山
居
詠
と
は
別
に
）
こ
れ
が
禅
に
於
い
て
「
真

な
る
も
の
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
似
た
る
も
の
」
に
過
ぎ
な
い

と
言
い
、
警
策
を
一
言
迷
い
無
く
加
え
る
詩
構
築
は
類
似
し
て
い

る
と
言
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
が
「
擬
寒
山
詩
」
で
あ

り
、
論
理
構
築
の
効
果
と
し
て
中
峰
が
寒
山
か
ら
得
た
も
の
で
あ

る
と
す
る
こ
と
も
で
き
、
「
擬
」
が
成
立
す
る
の
で
は
な
い
か
。

多
く
の
禅
僧
が
「
擬
寒
山
詩
」
を
作
る
の
は
、
寒
山
詩
の
境
地

を
我
が
物
と
し
よ
う
と
す
る
点
に
在
る
。
中
峰
の
詩
偈
は
、「
擬
寒
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山
詩
」
と
銘
打
っ
て
は
い
て
も
、
あ
く
ま
で
も
中
峰
の
境
地
で
あ

っ
て
、
中
峰
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。
し
か
し
そ
の
「
擬
」

詩
の
読
み
手
が
、
確
か
に
寒
山
詩
に
は
そ
の
よ
う
な
所
も
有
る
と

認
め
れ
ば
、
そ
の
瞬
時
に
擬
作
者
も
寒
山
詩
の
境
地
を
我
が
物
に

で
き
る
こ
と
に
な
る
。
自
身
の
創
意
と
い
う
よ
り
は
、
寒
山
詩
に

似
せ
る
こ
と
を
欲
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

寒
山
詩
は
、
中
峰
の
欲
す
る
「
参
に
似
た
る
も
の
」
と
「
真
の

参
」
と
を
弁
別
で
き
る
有
効
な
論
法
を
具
備
し
て
い
る
が
た
め
に
、

中
峰
は
そ
れ
に
「
擬
」
し
た
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

注

[

１]

歴
代
の
「
擬
寒
山
詩
」
の
収
集
に
関
し
て
は
、
艾
若
ほ
か
「
中
國
歴

代
僧
詩
全
集
（
晋
、
唐
、
五
代
）
」
（
一
九
九
七
年
、
北
京
當
代
中
國
出

版
社
）
、
朱
剛
ほ
か
「
宋
代
禅
僧
詩
輯
考
」
（
二
〇
一
二
年
、
上
海
復
旦

大
学
出
版
社
）
等
を
参
照
。
ま
た
、
中
峰
に
関
し
て
は
于
德
隆
『
中
峰

明
本
全
集
』
（
二
〇
一
九
年
、
北
京
九
州
出
版
社
「
中
土
佛
学
大
師
著

述
選
刊
」
所
収
）
を
参
照
す
る
。

[

２]

「
天
目
中
峯
和
尚
廣
録
」
巻
十
七
所
収
の
「
擬
寒
山
詩
」
を
底
本
と

し
、
各
首
に
順
に

、

、
～

、

の
番
号
を
付
し
、
論
の
便
宜
と

01

02

99

100

す
る
。

[

３]

寒
山
詩
の
「
禅
」
は
、

、

、

、
拾
得
詩

に
見
え
る
。
な
お
、

195

280

287

21

寒
山
詩
の
番
号
は
、
錢
學
烈
『
寒
山
拾
得
詩
校
評
』
（
一
九
九
八
年
、

天
津
古
籍
出
版
社
）
、
項
楚
『
寒
山
詩
注
』（
二
〇
〇
〇
年
、
中
華
書
局
）

の
そ
れ
に
拠
る
。

[

４]

錢
學
烈
「
校
評
」
の
、「
月
照
、
寒
泉
」
を
「
月
は
自
性
、
泉
は
色
界

を
表
す
。
本
体
と
色
界
が
一
つ
で
あ
れ
ば
、
月
光
が
泉
の
中
を
照
ら
し

て
も
痕
跡
は
無
い
。
月
影
の
浮
光
に
迷
う
と
、
自
性
の
本
体
を
失
う
」

と
す
る
説
に
拠
る
。
た
だ
し
、
結
句
を
「
歌
声
は
（
言
語
と
同
様
に
）

結
局
は
禅
で
は
な
い
」
と
の
意
で
あ
る
と
す
る
説
は
採
ら
な
い
。

[

５]

例
え
ば
、
元
叟
行
端
「
擬
寒
山
子
詩
」
四
十
一
首
の
其
二
十
六
「
山

中
高
且
寒
、
人
罕
來
登
陟
。
松
搖
雪
珊
珊
、
蘿
罥
煙
羃
羃
。
巖
華
春
不

開
、
潭
冰
夏
方
釋
。
住
此
夫
何
爲
、
心
源
湛
而
寂
。」
は
、「
巌
の
華
は

春
開
か
ず
、
潭
の
氷
は
夏
方
め
て
釈
く
」
の
句
か
ら
、
寒
山
詩
の
「
夏

は
じ

天
氷
未
だ
釈
け
ず
、
日
出
づ
る
も
霧
朦
朧
た
り
」
の
句
が
想
起
で
き
、

そ
の
他
複
数
の
寒
山
の
詩
句
を
用
い
な
が
ら
も
、
原
詩
は
山
居
の
境
地

を
詠
む
寒
山
詩

「
人
問
寒
山
道
、
寒
山
路
不
通
。
夏
天
氷
未
釋
、
日

009

出
霧
朦
朧
。
似
我
何
由
届
、
與
君
心
不
同
。
君
心
若
似
我
、
還
得
到
其

中
。
」
で
あ
る
と
分
か
り
、
原
詩
対
擬
詩
が
一
対
一
の
関
係
に
な
っ
て

い
る
と
看
做
す
こ
と
が
で
き
る
。

[

６]

袁
賓
・
康
健
「
禅
宗
大
詞
典
」（
二
〇
一
〇
年
、
武
漢
崇
文
書
局
）
の

「
擬
寒
山
詩
」
の
項
を
見
る
と
、「
一
巻
。
元
中
峰
明
本
著
。
收
入
『
中

峰
廣
録
』
巻
十
七
。
明
本
倣
寒
山
詩
作
律
詩
一
百
首
、
叙
説
有
関
参
禅

的
心
性
旨
要
、
啓
発
学
人
悟
道
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
中
峰
の
そ
れ
を

一
例
と
し
て
挙
げ
て
あ
る
の
み
で
あ
り
、
「
擬
寒
山
詩
」
の
典
型
と
し

て
挙
げ
て
あ
る
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

[
７]

祁
偉
『
佛
教
山
居
詩
研
究
』
（
第
二
章
第
一
節
「
寒
山
」
、
二
〇
一
四

年
、
商
務
印
書
館
）
に
よ
る
。

[

８]
顧
嗣
立
『
元
詩
選
』
二
集
巻
二
十
六
（
「
四
庫
全
書
」
本
）
に
よ
れ
ば
、

「
船
居
」
は
「
己
酉
舟
中
作
」
（
元
の
至
大
二
年
、
一
三
〇
九
年
）
と

あ
る
。

- 14 -

[

９]

こ
こ
の
「
無
何
」
に
つ
い
て
は
、
仏
教
語
と
し
て
は
、
道
家
の
よ
う

な
「
無
何
有
」
、
「
無
何
有
之
郷
」
（
空
に
し
て
有
る
所
無
き
の
場
所
）

の
意
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
何
も
無
い
の

意
と
取
る
も
の
と
す
る
。
ほ
ど
無
く
、
間
も
無
く
の
意
に
は
取
ら
な
い
。

[
]

後
に
「
擬
寒
山
詩
」
を
「
一
華
五
葉
集
」
に
収
め
る
に
当
た
り
、
中

10
峰
は
自
ら
そ
の
後
序
で
「
謾
擬
寒
山
詩
百
首
、
重
重
語
不
離
窠
臼
。
靈

龜
曳
尾
迹
何
多
、
笑
破
虚
空
半
邊
口
」
と
評
し
て
い
る
。
見
識
に
執
着

し
た
不
完
全
な
「
窠

臼
」
の
よ
う
な
語
は
寒
山
に
笑
わ
れ
る
と
言
う

く
ゎ
き
う

の
は
、
謙
辞
と
見
た
い
。

[
]

陳
慧
劍
『
寒
山
詩
研
究
』
（
「
六
、
寒
山
子
禪
與
風
」
。
一
九
八
九
年
、

11
臺
北
東
大
圖
書
公
司
）
に
よ
る
。

[
]

「
金
剛
」
は
寒
山
詩

に
見
え
、
中
峰
と
同
じ
く
、
堅
固
な
仏
智
、

12

160

般
若
の
智
慧
を
詠
む
。

[
]

寒
山
詩

に
も
「
世
有
多
解
人
、
愚
癡
徒
苦
辛
」
と
あ
り
、
解
多
き

13

091

人
は
愚
痴
な
る
者
で
あ
っ
て
辛
苦
す
る
と
看
做
し
て
い
る
。


